
― 26 ―

藩
で
は
二
世
動
閑
が
、
二
代
藩
主
伊
達
忠
宗
公
（
慶
長
四
年
～
万
治

元
年
―
一
五
九
九
～
一
六
五
八
）
の
命
に
よ
り
、
石
州
の
許
で
十
三

年
間
の
永
き
に
わ
た
り
修
行
を
積
ん
だ
後
に
、
茶
道
頭
に
任
ぜ
ら
れ

た
。
（
『
石
州
流
系
図
写
并
聞
書
ノ
写
』
、
『
数
寄
道
心
法
』
、
『
茶
道
辞

典
』
）
。

　

さ
て
、
『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
』
三
巻
は
、
石
州
の

高
弟
の
二
世
動
閑
が
『
石
州
流
三
百
箇
條
』
に
註
解
を
加
え
た
も
の

で
あ
る
（
『
茶
道
辞
典
』
、
『
片
桐
石
州
の
茶
』
、
『
石
州
流
三
百
箇
條

付
仙
台
藩
茶
道
』
）
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
註
解
書
と
し
て
は
、
こ
の

他
に
石
州
流
怡
渓
派
の
開
祖
怡
渓
宗
悦
（
正
保
元
年
～
正
徳
四
年
―

一
六
四
四
～
一
七
一
四
）
及
び
石
州
流
鎮
信
派
の
開
祖
松
浦
鎮し

げ

信の
ぶ

（
元

和
八
年
～
元
禄
十
六
年
―
一
六
二
二
～
一
七
〇
三
）
に
よ
る
も
の
が

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
『
茶
道
辞
典
』
）
。

　

こ
の
二
世
動
閑
の
註
解
書
（
三
巻
）
は
、
『
動
閑
茶
湯
書
』
（
十
八

冊
）
と
共
に
仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
（
当
流
）
で
は
最
も
重
要

な
文
献
と
さ
れ
、
二
世
動
閑
以
後
茶
道
頭
及
び
宗
家
を
継
承
す
る
際

に
そ
の
印
（″
三
種
の
神
器
〟）
の
ひ
と
つ
と
し
て
そ
の
都
度
手
渡
さ

れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
（
三
十
頁
の
〔
解
題
〕
の
図
１
参
照
）。
な
お
、

こ
の
″
三
種
の
神
器
〟
の
残
り
の
二
つ
は
、
次
頁
に
示
し
た
『
片
桐

石
見
守
貞
昌
宗
関
居
士
像
』（
図
１
）
及
び
『
渋
紙
庵
之
記
』（
図
２
）

仙
台
藩
茶
道
茶
道
頭
二
世
清
水
動
閑
著

『
動
閑
茶
湯
書
』の
解
読
と
校
注
（
そ
の
一
）

　

『
露
地
之
書
』の
解
読
研
究

　

大
和
国
小
泉
の
城
主
片
桐
石い

わ

み見
守
貞
昌
（
石
州
）
（
慶
長
十
年
～

延
宝
元
年
―
一
六
〇
五
～
一
六
七
三
）
は
、
四
代
将
軍
徳
川
家
綱
（
慶

長
十
年
～
延
宝
元
年
―
一
六
〇
五
～
一
六
七
三
）
の
茶
道
師
範
を
命

ぜ
ら
れ
、
将
軍
家
の
茶
道
の
規
格
を
定
め
た
が
、
こ
れ
が
世
に
言
う

『
石
州
流
三
百
箇
條
』
で
あ
る
（
『
よ
く
わ
か
る
茶
道
の
歴
史
』
）
。
一

方
、
仙
台
藩
で
は
、
藩
祖
伊
達
政
宗
公
（
永
禄
十
年
～
寛
永
十
三
年

―
一
五
六
七
～
一
六
三
六
）
に
よ
っ
て
京
都
か
ら
招
聘
さ
れ
た
茶
道

頭
一
世
清
水
道
閑（
天
正
七
年
～
慶
安
元
年
―
一
五
七
九
～
一
六
四
八
）

の
没
後
、
清
水
道
閑
（
後
に
道
漢
、
さ
ら
に
動
閑
と
改
め
ら
れ
た
。
）

（
慶
長
十
九
年
～
元
禄
四
年
―
一
六
一
四
～
一
六
九
一
）
、
が
二
世
を

継
い
だ
。
将
軍
家
の
茶
道
の
動
き
に
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
仙
台

仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
宗
家
十
一
世

仙
台
藩
志
会
理
事

「
政
宗
公
ワ
ー
ル
ド
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
理
事

東
北
大
学
名
誉
教
授
・
東
北
福
祉
大
学
特
任
教
授

大
　
泉
　
道
　
鑑（
康
）
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（
明
治
四
十
二
年
～
平
成
二
十
二
年
―
一
九
〇
九
～
二
〇
一
〇
）
に

よ
り
、
解
読
研
究
が
既
に
行
な
わ
れ
、
『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流

三
百
箇
條
付
仙
台
藩
茶
道
』
で
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
今
回
、

筆
者
は
十
世
道
鑑
の
未
発
表
の
『
露
地
之
書
』
の
解
読
原
稿
を
基
に

し
て
、
そ
の
不
明
な
箇
所
の
解
読
を
さ
ら
に
進
め
、
ま
た
理
解
の
便

を
考
慮
し
て
傍
註
を
付
し
て
学
術
誌
『
茶
の
湯
文
化
学
』
に
投
稿
し

た
結
果
、
最
近
そ
の
三
十
三
号
に
採
択
さ
れ
た
。

　

こ
の
文
献
に
は
露
地
の
作
製
に
お
け
る
作
業
心
得
が
詳
細
に
記
さ

れ
て
い
る
た
め
、
文
化
財
庭
園
に
携
わ
っ
て
い
る
研
究
者
は
言
う
ま

で
も
な
く
、
石
州
流
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
他
の
流
派
の
茶
道
関
係

者
に
と
っ
て
も
、
重
要
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
今
回
は
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
投
稿
の
際
に
用
い
た
〔
要
旨
〕

に
加
え
、『
茶
の
湯
文
化
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
内
容
の
中
で
〔
凡
例
〕、

［
本
文
］
及
び
〔
註
解
〕
の
箇
所
は
割
愛
し
、
〔
解
題
〕
、
〔
謝
辞
〕
及

び
〔
参
考
文
献
〕
を
以
下
に
紹
介
す
る
に
止
め
た
。
な
お
、
こ
の
解

読
研
究
の
内
容
等
の
詳
細
は
、
前
に
述
べ
た
学
術
誌
の
三
十
三
号 

五
十
～
六
十
一
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
て
戴

き
た
い
。
ま
た
、
筆
者
は
『
動
閑
茶
湯
書
』
の
中
の
『
茅
葺
數
竒
屋

寸
法
』
の
解
読
研
究
の
成
果
を
学
会
誌
に
投
稿
準
備
中
で
あ
り
、
こ

の
内
容
を
『
関
』
に
近
い
う
ち
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
。

の
二
幅
の
掛
軸
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
中
で
特
に
、
『
動
閑
茶
湯
書
』
は
、
筆
者
の
祖
母
九
世

落
合
道
鑑（
明
治
十
六
年
～
昭
和
四
十
六
年
―
一
八
八
三
～
一
九
七
一
）

の
代
ま
で
歴
代
の
宗
匠
の
み
が
目
を
通
し
て
い
た
秘
伝
書
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
て
き
た
。
前
に
述
べ
た
註
解
書
に
加
え
十
八
冊
の
『
動
閑

茶
湯
書
』
の
う
ち
、
『
客
呼
様
之
書
』
、
『
客
挨
拶
之
書
』
、
『
客
呼
様

客
振
之
書
』
、
『
床
之
内
之
書
』
、
『
風
炉
茶
湯
之
書
』
、
『
三
斎
公
御
咄

之
書
』
及
び
『
道
具
押
形
』
の
七
冊
は
、
筆
者
の
母
十
世
大
泉
道
鑑

図1　�『片桐石見守貞昌宗関居士像』�

妙関子（老中松平周防守康
やす

福
よし

）自画賛

図2　�『渋紙庵之記』�

二世清水動閑筆
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と
そ
の
作
り
方
、
箒
を
掛
け
る
た
め
の
釘
等
全
て
で
二
十
七
条
に
わ

た
り
、
そ
の
作
業
心
得
か
ら
あ
る
所
に
は
具
体
的
な
寸
法
ま
で
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
文
献
は
当
流
の
歴
代
の
茶
道
頭
・

師
匠
が
作
庭
に
深
く
関
わ
っ
た
文
化
財
庭
園
・
茶
庭
の
特
徴
を
歴
史

学
的
に
解
明
す
る
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
流
派
の
作
庭
に
関
す

る
資
料
と
し
て
も
極
め
て
重
要
な
文
献
で
あ
り
、
今
回
が
解
読
さ
れ

て
初
め
て
一
般
に
公
表
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

『
動
閑
茶
湯
書
』
の
解
読
と
校
注
（
そ
の
一
）
『
露
地
之
書
』
の
要
旨

�

解
読　
　

仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
宗
家

�

（
故
）
十
世　

大
泉
道
鑑

�

十
一
世　

大
泉
道
鑑

�

校
閲　

元
仙
台
市
博
物
館
長　

東
海
林
恒
英

　

わ
び
茶
を
大
成
し
た
利
休
は
、
茶
庭
を
露
地
と
呼
び
、
仏
心
を
露

出
す
る
仏
界
と
説
い
た
。
片
桐
石
州
は
、
こ
の
わ
び
茶
を
色
濃
く
醸か

も

し
出
し
た
石
州
流
を
大
名
茶
と
し
て
確
立
さ
せ
た
。
仙
台
藩
茶
道
石

州
流
清
水
派
（
当
流
）
の
茶
道
頭
二
世
清
水
動
閑
は
、
石
州
の
も
と

で
十
三
年
間
修
行
し
て
、
『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
』
（
三

巻
）
及
び
『
動
閑
茶
湯
書
』
（
十
八
冊
）
を
著
わ
し
た
。
こ
の
十
八

冊
の
著
書
の
中
に
、
『
露
地
之
書
』
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
『
露
地
之
書
』
の
内
容
は
、
そ
の
冒
頭
の
「
佐
藤
將
監
屋
敷
」

及
び
「
豊
前
之
一
老
伊
織
路
地
」
の
図
が
記
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
続
く

第
一
条
に
は
、
茅
門
の
柴
垣
に
梅
の
木
を
植
え
添
え
し
た
際
に
、
そ

の
心
を
表
現
し
た
「
和
歌
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
第
二
条
以
下
に
は
、

露
地
の
作
庭
で
は
最
も
重
視
さ
れ
る
役
石
な
ど
の
石
組
、
砂
利
や
砂

の
使
い
方
、
庭
木
の
植
え
方
、
松
葉
の
敷
き
方
、
塵
穴
の
掘
る
場
所

『茶の湯文化学』
33号の表紙
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二
世
動
閑
が
『
石
州
流
三
百
箇
條
』
に
註
解
を
加
え
て
記
し
た
も
の

と
し
て
、
筆
者
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
（
『
茶
道
辞
典
』
『
片
桐
石

州
の
茶
』
『
石
州
流
三
百
箇
條
付
仙
台
藩
茶
道
』
）
。
こ
の
三
百
箇
條

の
註
解
書
（
三
巻
）
と
関
連
の
深
い
十
八
冊
の
茶
湯
書
か
ら
構
成
さ

れ
た
二
世
動
閑
筆
『
動
閑
茶
湯
書
』
（
図
１
上
段
）
は
、
仙
台
藩
茶

道
石
州
流
清
水
派
（
当
流
）
で
は
最
も
重
要
な
文
献
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
て
き
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
二
世
動
閑
筆
と
さ
れ
て
い
る

こ
の
二
つ
の
茶
湯
伝
書
は
仙
台
藩
四
代
藩
主
伊
達
綱
村
（
万
治
二
年

～
享
保
四
年
＝
一
六
五
九
～
一
七
一
九
）
の
命
に
よ
り
、
二
世
動
閑

の
実
子
（
清
水
快
閑
）
で
は
な
く
、
馬
場
道
斎
（
後
の
三
世
清
水
道

竿
）
（
寛
文
二
年
～
元
文
二
年
＝
一
六
六
二
～
一
七
三
七
）
が
代
を

継
い
だ
印
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
以
降
は
、
当
流
の
歴
代
の
茶
道
頭
が
代
を
継
ぐ

際
に
は
、
そ
の
都
度
こ
の
両
茶
湯
伝
書
が
後
継
者
に
渡
さ
れ
て
き
た

た
め
、″
三
種
の
神
器
〟
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
現
在
十
一
世

の
筆
者
が
所
持
し
て
い
る
。『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
』（
三

巻
）
の
所
々
に
「
別
書
に
あ
り
」
あ
る
い
は
「
口く

伝で
ん

」
と
記
さ
れ
て

い
る
箇
所
が
見
ら
れ
、
『
動
閑
茶
湯
書
』
（
十
八
冊
）
に
は
そ
れ
と
関

連
の
あ
る
箇
所
に
補
足
さ
れ
た
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、

前
に
述
べ
た
「
別
書
に
あ
り
」
と
「
口
伝
」
は
い
ず
れ
も
『
動
閑
茶

『
動
閑
茶
湯
書
』
の
解
読
と
校
注
（
そ
の
一
）
『
露
地
之
書
』

�

解
読　
　

 

（
故
）
十
世　

大
泉
道
鑑

�

十
一
世　

大
泉
道
鑑

�

校
閲　
　
　
　
　
　
　

東
海
林
恒
英

【
解　

題
】

　

石
州
流
は
、
大
和
国
小
泉
の
城
主
片
桐
石い

わ

み見
守
貞
昌
（
石
州
）（
慶

長
十
年
～
延
宝
元
年
＝
一
六
〇
五
～
七
三
）
を
祖
と
す
る
茶
道
の
流

儀
で
あ
り
、
石
州
は
『
石
州
流
三
百
箇
條
』
に
よ
り
、
将
軍
家
の
茶

道
の
規
格
を
定
め
た
（
『
よ
く
わ
か
る
茶
道
の
歴
史
』
）
。
一
方
、
仙

台
藩
で
は
、
二
代
藩
主
伊
達
忠
宗
（
慶
長
四
年
～
万
治
元
年
＝

一
五
九
九
～
一
六
五
八
）
の
命
に
よ
り
、
茶
道
頭
二
世
清
水
道
閑
（
後

に
道
漢
、
さ
ら
に
動
閑
と
改
め
ら
れ
た
）
（
慶
長
十
九
年
～
元
禄
四

年
＝
一
六
一
四
～
九
一
）
が
石
州
の
許
で
十
三
年
間
の
永
き
に
わ
た

り
修
行
を
積
ん
だ
た
め
、
石
州
の
高
弟
と
し
て
茶
道
史
に
そ
の
名
を

残
し
た
（
『
石
州
流
系
図
写
并
聞
書
ノ
写
』
『
数
寄
道
心
法
』
『
茶
道

辞
典
』
）
。

　

さ
て
、
百
箇
條
、
二
百
箇
條
及
び
三
百
箇
條
の
三
巻
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
』（
図
１
の
下
段
）
は
、
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湯
書
』
（
十
八
冊
）
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
両
者
の
間

に
は
密
接
な
関
連
性
が
あ
る
こ
と
を
容
易
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

特
に
こ
の
『
動
閑
茶
湯
書
』
（
十
八
冊
）
は
、
九
世
落
合
道
鑑
（
明

治
十
六
年
～
昭
和
四
十
六
年
＝
一
八
八
三
～
一
九
七
一
）
の
代
ま
で

門
外
不
出
と
さ
れ
て
き
た
が
、
十
世
大
泉
道
鑑
（
明
治
四
十
二
年
～

平
成
二
十
二
年
＝
一
九
〇
九
～
二
〇
一
〇
）
は
、
こ
の
三
百
箇
條
の

註
解
書
に
加
え
『
動
閑
茶
湯
書
』
の
十
八
冊
の
う
ち
、『
客
呼
様
之
書
』

『
客
挨
拶
之
書
』
『
客
呼
様
客
振
之
書
』
『
床
之
内
之
書
』
『
風
炉
茶
湯

之
書
』『
三
斎
公
御
咄
之
書
』
及
び
『
道
具
押
形
』
の
七
冊
に
つ
い
て
、

解
読
研
究
を
行
い
、
前
に
示
し
た
十
世
道
鑑
の
著
書
の
中
で
す
で
に

明
ら
か
に
し
た
（
『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
付
仙
台
藩
茶

道
』）。
一
方
、
未
発
表
の
残
り
の
十
一
冊
は
『
腰
掛
茅
葺
門
等
口
伝
』

『
評
判
之

カ

書
』
『
置
合
之
書
』
『
聞
集
之
書
』
『
炭
置
様
之
書
』
『
茶
杓

削
り
法
花
入
切
様
』
『
法
合
之
書
』
『
露
地
之
書
』
『
五
徳
入
様
之
書
』

『
茅
葺
数
奇
屋
』
及
び
『
盆
立
台
天
目
立
之
書
』
の
茶
湯
書
で
あ
る
。

今
回
、
筆
者
は
十
世
道
鑑
の
未
発
表
の
『
露
地
之
書
』（
丁
数
十
七
枚
）

（
図
２
及
び
３
）
の
解
読
原
稿
を
基
に
し
て
、
そ
の
不
明
な
箇
所
の

解
読
を
さ
ら
に
進
め
、
ま
た
理
解
の
便
を
考
慮
し
て
傍
註
を
付
し
て

上
梓
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
宮
城
県
内
に
散
在
し
て
い
る
文
化
財
庭
園
の
な
か
で
、

図1　�『清水動閑註解石州流三百箇條』（下段三巻　大きさ:横15.0㎝、縦20㎝）及び�
『動閑茶湯書』（上段十八冊　大きさ:横15.5㎝、縦20.8㎝）
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二
世
動
閑
の
作
庭
と
言
わ
れ
て
い
る
煙
雲
館
庭
園
（
国
の
史
跡
・
名

勝　

気
仙
沼
市
）
、
三
世
清
水
道
竿
（
寛
文
二
年
～
元
文
二
年
＝

一
六
六
二
～
一
七
三
七
）
の
作
と
さ
れ
て
い
る
有
備
館
庭
園
（
国
の

史
跡
・
名
勝　

大
崎
市
）
、
旧
阿
部
家
庭
園
（
大
崎
市
）
、
旧
亘
理
氏

庭
園
（
登
米
市
）
等
に
つ
い
て
、
最
近
文
化
庁
の
委
託
事
業
に
よ
っ

て
歴
史
的
な
調
査
研
究
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
庭

園
の
そ
れ
ぞ
れ
の
概
略
・
特
徴
等
が
示
さ
れ
た
が
、
当
流
と
こ
れ
ら

の
庭
園
と
の
直
接
的
な
関
連
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
は
至
ら
な

か
っ
た
（
『
宮
城
県
の
名
勝
に
関
す
る
特
定
の
調
査
研
究
事
業
報
告

書
』
）
。

　

さ
て
、
こ
の
『
露
地
之
書
』
の
冒
頭
に
は
、「
佐
藤
將
監
屋
敷
」（
図

４
）
及
び
「
豊
前
之
一
老
伊
織
路
地
」
（
図
５
）
の
配
置
図
が
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
続
く
第
一
条
に
は
、
将
監
路
地
の
茅
門
の
柴
垣

に
梅
の
木
を
植
え
添
え
し
た
際
に
、
そ
の
大
切
な
心
を
表
現
し
た
「
和

歌
」
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
第
二
条
の
「
露
地
の
取
り
様
の
事
」

に
は
、
先
道
の
付
け
方
と
路
地
の
取
り
方
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
（
図

３
）
。
こ
れ
以
降
で
は
主
と
し
て
、
路
地
の
作
庭
で
は
最
も
重
視
さ

れ
る
役
石
な
ど
の
庭
石
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
「
外
路
地
の
石
」
を
据
え
る
際
の
心
得
、
「
下
腹
雪

隠
」
に
使
う
小
砂
、
石
、
砂
利
の
用
い
方
、
「
石
の
見
立
の
事
」
に

図2　�『露地之書』　丁数:17枚�
大きさ横:15.5㎝、縦20.8㎝

図3　『露地之書』の本文一頁（右）及び二頁（左）
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図4　佐藤將監屋敷
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図5　豊前之一老伊織路地
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こ
の
文
献
は
当
流
の
歴
代
の
茶
道
頭
・
師
匠
が
作
庭
に
深
く
関
わ
っ

た
文
化
財
庭
園
・
茶
庭
の
特
徴
を
歴
史
学
的
に
解
明
す
る
研
究
だ
け

で
は
な
く
、
他
の
流
派
の
作
庭
に
関
す
る
資
料
と
し
て
も
極
め
て
重

要
な
文
献
で
あ
り
、
今
回
が
解
読
さ
れ
て
初
め
て
一
般
に
公
表
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
解
読
研
究
に
よ
っ
て
当
流
の
作
庭
の
基

本
的
な
考
え
方
や
そ
の
特
徴
の
詳
細
が
、
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
る

だ
け
で
は
な
く
、
当
流
の
宗
匠
達
が
作
庭
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

文
化
財
庭
園
の
特
徴
や
歴
史
的
価
値
を
解
明
す
る
研
究
の
進
歩
に
、

少
な
か
ら
ず
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

【
謝　

辞
】

　

本
稿
の
御
高
閲
と
解
読
・
解
釈
の
困
難
な
箇
所
に
つ
い
て
御
指
導

を
賜
わ
り
ま
し
た
元
仙
台
市
博
物
館
長
東
海
林
恒
英
先
生
に
衷
心
か

ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
本
稿
を
上
梓
す
る
に
当
り
、
終

始
有
益
な
ご
助
言
を
頂
き
ま
し
た
庄
子
昇
博
士
、
小
塚
雅
子
様
、
森

聡
子
様
及
び
志
村
佳
苗
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

は
刀
掛
の
石
の
選
定
法
と
そ
の
大
き
さ
、
「
潜
り
の
下
の
石
」
の
選

び
方
の
心
構
え
、
「
中
潜
り
の
石
」
の
大
き
さ
、
高
さ
と
広
さ
、
「
外

の
出
戸
の
石
」
の
形
と
大
き
さ
、
「
飛
び
石
の
事
」
に
は
、
多
種
多

様
の
並
べ
方
、
そ
の
大
き
さ
、
形
、
色
に
よ
る
取
り
合
せ
方
の
心
得
、

更
に
「
飛
び
石
で
真
っ
直
ぐ
な
石
と
歪
ん
だ
も
の
」
を
置
く
方
法
等

の
説
明
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
「
手
水
鉢
」
を
据
え
る
適
切
な
位
置

と
そ
の
設
置
す
る
際
の
留
意
点
、「
長
き
鉢
」
の
場
合
の
据
え
る
位
置
、

「
手
水
鉢
の
前
石
」
及
び
「
水
門
の
石
」
の
選
び
方
、
「
水
鉢
の
近
く

の
役
石
」
の
据
え
方
の
そ
の
形
、
「
手
水
鉢
」
を
磨
く
心
得
、
「
腰
掛

の
内
の
石
」
は
、
自
然
石
で
細
長
い
の
が
良
い
こ
と
、
「
雪
隠
の
壷

の
石
」
を
据
え
る
際
の
心
得
と
そ
の
形
と
大
き
さ
、
更
に
、
「
雪
隠

の
戸
摺
の
石
」
は
飛
び
石
よ
り
大
き
く
見
映
え
が
す
る
の
が
相
応
し

い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
述
べ
た
他
に
、「
内
路
地
の
事
」
で
は
、
木
の
植
え
方
の
心
得
、

「
石
燈
籠
」
の
設
置
場
所
の
選
び
方
、「
塵
穴
」
を
掘
る
適
切
な
場
所
、

「
箒
掛
の
釘
」
を
打
つ
所
、「
蒲
鉾
壇
」
と
「
石
段
」
の
作
り
方
、
そ

し
て
松
葉
と
砂
利
を
路
地
に
活
用
す
る
際
に
必
要
な
心
遣
が
記
さ
れ

て
い
る
「
松
葉
の
事
」
と
「
砂
利
の
事
」
を
含
め
る
と
、
併
せ
て

二
十
七
項
目
に
も
わ
た
り
、
中
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
心
得
だ
け
で

な
く
具
体
的
な
寸
法
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
従
っ
て
、
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『
動
閑
茶
湯
書
』
二
世
清
水
動
閑　

十
一
世
大
泉
道
鑑
蔵

『
名
勝
地
保
護
関
係
資
料
集
』
平
澤
毅
（
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化

財
機
構
奈
良
文
化
財
研
究
所
）
平
成
二
十
七
年

『
宮
城
県
の
名
勝
に
関
す
る
特
定
の
調
査
研
究
事
業
報
告
書
』　

�
 

文
化
庁
・
宮
城
県
教
育
委
員
会　

平
成
二
十
八
年

『
よ
く
わ
か
る
茶
道
の
歴
史
』　

谷
端
昭
夫　

㈱
淡
交
社　

�
 

平
成
十
九
年

【
参
考
文
献
】
（
五
十
音
順
）

『
岩
出
山
町
史
通
史
編
・
上
巻
』
岩
出
山
町
史
編
纂
委
員
会　

�
 

平
成
二
十
一
年

『
片
桐
石
州
の
茶
』
米
原
正
義
等　

講
談
社　

昭
和
六
十
二
年

『
関
』（
第
二
十
七
号
）
十
一
世
大
泉
道
鑑　

全
日
本
石
州
流
茶
道
協
会　

平
成
二
十
九
年

『
原
色
茶
道
大
辞
典
』
井
口
海
仙
、
末
宗
廣
、
永
島
福
太
郎
（
監
修
）

淡
交
社　

昭
和
五
十
年

『
茶
道
辞
典
』
桑
田
忠
親　

東
京
堂　

昭
和
四
十
三
年

『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
』
（
三
巻
）
二
世
清
水
動
閑　

�

十
一
世
大
泉
道
鑑
蔵

『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
付
仙
台
藩
茶
道
』　

�
 

十
世
大
泉
淑
子
（
道
鑑
）　

丸
善
出
版
セ
ン
タ
ー　

昭
和
五
十
五
年

『
数
奇
道
心
法
』
東
京
国
立
博
物
館
蔵

『
石
州
流
系
図
写
并
聞
書
ノ
写
』
鈴
木
政
道　

�
 

東
京
国
立
国
会
図
書
館
蔵

「
第
十
二
回
文
化
財
庭
園
フ
ォ
ー
ラ
ム　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料　

�
 

石
州
流
清
水
派
の
作
庭
と
伝
わ
る
庭
園
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
」

白
崎
恵
介　

平
成
二
十
七
年

『
茶
室
露
地
大
事
典
』
中
村
昌
生
（
監
修
）
淡
交
社　

平
成
三
十
年


